
 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 練習初日、25ｍも泳げず、３日間練習

を続けて25ｍを27秒で泳げるようにな

りました。本番当日、「パンッ」という

音で飛び出し、ゴールでかべにタッチし

ました。タイムは 19.5 秒で全体の１位

でした。跳び上がりそうなくらいうれし

かったです。         ６年 

 ぼくは25m自由形に出場しました。練

習では20秒前半でしたが、本番で19秒

が出て、３位になり、うれしかったです。

水泳を習ってはいないけれど、よい記録

が出せてよかったです。他の小学校の人

たちも速く、すごかったです。水泳が好

きになれました。       ６年 

 本番は少し緊張したけど、楽しもうと

いう気持ちの方が大きかったです。結果

は、練習と同じタイムだったけれどむし

ろ練習通りできたことにホッとしまし

た。精神を鍛え、仲間とのきずなを深め

られました。         ６年 

 50ｍ自由形と 200ｍリレーに出場しま

した。50ｍ自由形は、水泳の得意な人や

速い人がいましたが、１位を取れてよか

ったです。200ｍリレーは仲間とともに

優勝できてよかったです。大変な練習が

あったけれど、乗り越えられてよかった

です。            ６年 

今年の水泳練習の１ヶ月はあっとい

う間でした。150mメドレーリレーは２位

に終わったけれど、一緒のチームがつな

いでくれたおかげだと思いました。リレ

ーに出られたことがすごくうれしかっ

たです。 

６年  

 私はこの１ヶ月間１度も練習を休ま

ず参加しました。最初は泳げなかったけ

れど、どんどん泳げるようになって記録

を計るのが楽しくなりました。１ヶ月間

本気で取り組めてよかったです。 

６年  

 兄も姉も大会新記録を出していたの

で、新記録賞を取りたいと思っていまし

た。練習中はスピードを上げて泳ぐなど

してがんばりました。本番では、とても

緊張しましたが、新記録賞が取れて、み

んながほめてくれて、とてもうれしかっ

たです。           ６年 

 放課後の水泳練習をして、前よりも上

手に泳げるようになりました。練習では

ばた足をしたり、手のかき方を先生に教

えてもらったりして、タイムが速くなり

ました。本番はとても緊張していたけれ

ど、練習より速くなっていてうれしかっ

たです。           ６年 

練習の間タイムが上がらず、くじけそ

うになっても、疲れても練習をがんばり

続けました。すると本番では、８秒も自

己ベストを更新しました。本番に力を出

せたことで自信がつきました。 

６年  

岡田っ子通信 松前町立岡田小学校 
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試行・思考を重ね、至高の作品へ ～校内造形週間に思う～ 
図画工作科主任 和田 幹 

図画工作科の時間、子どもが「先生、見て！」と私にうれしそうに話しかけてくることがあります。その中に

は、思いがけない大発見もあります。この言葉に至るまでに、子どもは試したり、考えたりすることを繰り返し

ています。例えば、材料や用具と関わる中で様々な色や形、表現方法に出会ったり、生活経験やお話などから想

像力を働かせ、思いを膨らませたりしています。「先生、見て！」という言葉は、その子にとっての意味や価値を

つくりだされている姿であるといえます。学年が上がるにつれてこの言葉を聞くことは減りますが、つくる手の

動きや作品カードに書かれた言葉から、作品に込められた思いや意味、価値を感じることができます。 

図画工作科は、意味や価値をつくりだすと同時に自分自身をつくりだす教科として重要な役割を担っていま

す。今年も９月２日（火）から校内造形週間が始まります。岡田っ子が試み、考えを重ねた「先生、見て！」の

言葉とともに、一人一人の至高の作品が見られるのを楽しみにしています。 

ちがいのちがい 
人権・同和教育主任 二宮 裕美 

多様性を認める、個性を大切にと言われますが、みんなと同じであることに安心したり、自分だけちがってい

ることに不安になったりすることもあります。前任校で「ちがいのちがい」という授業を行いました。様々な違

いを書いたカードを「あってもいいちがい」「あったらいけないちがい」「どちらともいえない」に分類して、分

けた理由を話し合い、違いについて考えました。 

（例） ・Ａさんはハンバーグが好きだが、Ｂさんは焼き肉が好き。 

・食事のとき日本では箸を使うが、インドでは指を使う。 

・Mさんは一人で旅行できるが、車椅子に乗っているHさんは一人で電車に乗ることができない。 

・Ｏ先生の言うことは聞くが、Ｐ先生の言うことは聞かない。 

・Ｓさんはスマホを持っているが、Ｕさんは持っていない。 

みなさんは、どのように分類されましたか？子どもたちが、自分との「ちがい」を認め合う態度や差別につな

がってしまう「ちがい」は認めない態度を身に付けることができるように、共に考えていきたいと思います。 

やり切った！水泳練習 


